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論文は 2 部に分かれており，第 1 部は第 l 章から第 6 章までで，バブル素子用磁性体中での磁区の
動特性に関する一連の研究結果を述べている。

















第 2 部は第 7 章から第 9 章までで，立方晶系型磁気異方性を有する強磁性体中での磁区の高分解能
観察に関する一連の研究結果を述べている。
第 7 章は，第 2 部の序であり，ここでは走査型電子顕微鏡による磁区観察の必要性を述べている。
第 8 章では，走査型電子顕微鏡の背面散乱電子像における磁区コントラストの理論的解析について
述べ，さらにそれを有効に検出するための実験配置について述べた。
第 9 章では，汎用走査型電子顕微鏡を用い，ケイ素鉄中の磁区を5000A 以下の分解能で観察した結









フェライト中の磁壁の高速移動観察を実施したO これにより， Walker の臨界速庭の2倍を上まわる
高速磁壁移動が起っていることを確認し，さらに磁壁速度の一時的飽和現象が二つ存在することを見
出した。
また，磁区の走査型電子顕微鏡による像コントラスト形成について理論的解析を行ない，反射電子
像を用いると，加速電圧が上昇するにともないコントラストが向上するが，分解能は低下することを
認めた。そして従来の 2 倍の高分解能をもっ像を得，従来不可能で、あった低い飽和磁化の磁性体の像
観察も行なったO
以上のように，本論文は磁性体素子開発研究に寄与するところ大で，博士論文として価値あるもの
と言志める。
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